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男 6,451人 △ 96人 
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人
口
と
世
帯
 

成 

山 
リI 

嘉瀬相撲チーム全国制覇 
第六回全国選抜少年親善相撲大会 

九
月
二
十
四
日
、
東
京
都
立

川
市
諏
訪
神
社
境
内
練
成
館
相

撲
場
で
行
わ
れ
た
、
第
六
回
全

国
選
抜
少
年
親
善
相
撲
大
会
に

お
い
て
、
嘉
瀬
チ
ー
ム
が
見
事

団
体
戦
優
勝
、
日
本

一
に
な
っ

た
。
ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
 
 も

金
木
中
学
校
の
蒔
田
正
信
君

が
二
位
、
金
木
南
中
学
校
の
沢

田
明
伸
君
が
三
位
と
な
り
、
こ

の
日
は
さ
な
が
ら
金
木
デ
ー
で

あ
っ
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
全
国
各
地
か

ら
五
十
四
チ
ー
ム
、
四
百
五
十
 
 人

が
参
加
し
た
大
規
模
な
も
の

で
、
小
学
生
が
二
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
各
学
年

一
人
と
、
中

学
生
が

一
人
の
五
人
が

ー
チ

ー
 

ム
に
な
っ
て
き
そ
わ
れ
た
も
の

で
、
我
が
嘉
瀬
チ

ー
ム
は
、
三

勝
二
敗
と
い
う
苦
し
い
接
戦
を

も
の
に
し
な
が
ら
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
勝
ち
進
み
、
午
前
九
時
か
・
ら

午
後
五
時
半
ま
で
の
長
い

一
日

を
戦
い
、
全
国
制
勝
を
な
し
と

げ
た
。
 

凱
旋
報
告
の
た
め
役
場
に
た

ち
寄
っ
た
選
手
逮
は
、
秋
元
助

役
に
対
し
、
「今
年
優
勝
し
た
の

で
来
年
優
勝
旗
を
返
還
す
る
た

め
大
会
に
行
く
が
、
特
別
シ

ー
 

ド
で
畠
場
す
る
の
で
来
年
も
ぜ

ひ
見
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
、
来
年
に
も
期

待
を
も
た
せ
た
。
 

団
体
戦
優
勝
メ
ン
バ
ー
は
次

の
と
お
り
。
 

中
学
生
（
金
木
南
中
学
校
）
 

沢
田
明
伸
、
原
田
治
、
山
中
幸

樹
 

小
学
生
（
嘉
瀬
小
学
校
）
 

三
年
 
小
松
大
也
 

四
年
 
松
川
兼
吾
 

五
年
 
伊
藤
健
治
 

六
年
 
松
川
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第
百
二
十
九
回
金
木
町
議
会
 

定

例
会
報
告
 

平成元年度予算 
企業立地工場新築工事費 4,500万円他 

1億49万8千円を追加’ 

総額 34億5,147万円 

平
成
元
年
九
月
定
例
会
は
、
 

九
月
八
日
開
会
さ
れ
会
期
を
十

三
日
問
と
決
め
、
昭
和
六
十
三

年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど

議
案
十
件
、
報
告
四
件
を
原
案

通
り
可
決
、
会
期
を

一
日
繰
り

上
げ
閉
会
し
ま
し
た
。
 

可
決
さ
れ
た
案
件
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。
 

議
案
 平

成
元
年
度
金
木
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
 

の
件
 

平
成
元
年
度
金
木
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
補
正
予
算

（
第
一
号
）
 

の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

凶
民
健
康
保
険

特
別
会

計
 

（
事業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
件
 

昭
和
六
十
．.，年
度
金
木
町

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町
 
 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の

件
 昭

和
六
十
三
年
度
金
木
町

土
地
開
発
公
社
決
算
書
提
出

の
件
 

平
成
元
年
度
金
木
町
上
地

開
発
公
社
事
業
計
画
書
提
畠

の
件
 

財
産
の
取
得
の
件

報
告
 先

決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
及
び
承
認
を
求
め
る
件

平
成
元
年
度
金
木
町

一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
 

先
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
及
び
承
認
を
求
め
る
件

平
成
元
年
度
金
木
町

一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
 

先
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
及
び
承
認
を
求
め
る
件

財
産
の
取
得
の
件
 

先
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
及
び
承
認
を
求
め
る
件

平
成
元
年
度
金
木
町

一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
 

一
般
質
間
事
項
に
つ
い
て
、
 

各
議
1
1の
質
間
要
旨
並
び
に
答

弁
の
抜
粋
を
次
に
掲
げ
ま
す
。
 

な
お
、
昭
和
六
十
三
年
度
金

木
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
金
木
だ

よ
り
十
一
月
号
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。
 

中
村
政
徳
議
員

質
間
①
ー
減
反
後
の
農
業
経
営

に
つ
い
て
。
 

答
弁
・
町
長
I
全
国
的
な
問
題

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
関
心
を
も

っ
て
対
処
し
た
い
。
 

質
間
②
I
嘉
瀬
ゴ
ミ
捨
て
場
の

早
期
解
消
と
焼
却
場
の
早
期
建

政
に
つ
い
て
。
 

答
弁
・
町
長
I
米
年
度
か
ら
川
 
 倉

地
区
に
焼
却
場
を
建
設
し
ま

す
。・

 

質
間
③
I
臨
時
職
員
（
現
業
）
 

の
正
規
採
川
に
つ
い
て
。
 

答
弁
・
町
長
I
長
期
間
仕
事
を

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
安
易

に
受
け
入
れ
ず
試
験
を
も
っ
て

採
用
す
る
。
 

質
間
④
I
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

雇
用
安
定
に
つ
い
て
。
 

答
弁
・
町
長
I
互
人
採
用
さ
れ

て
お
り
、
 一
人
当
た
り
十
人
ほ

ど
を
担
当
し
て
い
る
が
、
現
在

は
支
障
は
な
い
。
 

吉
崎
正
光
臓
員

質
間
①
‘
岡
際
交
流
関
係
に
つ

い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
金
木
事

務
所
が
あ
る
と
い
う
の
は
本
当

か
。
 

答
弁
・
町
長
ー
肪
問
団
の
皆
さ

ん
が
見
学
し
た
よ
う
に
、
事
務

所
は
個
人
の
住
宅
の
一
部
で
、
 

御
本
人
が
白
前
で
金
木
町
と
の

親
普
の
た
め
に
造
っ
た
も
の
で

あ
り
、
町
で
は
そ
の
経
費
を

一

切
出
し
て
い
な
い
。
 

質
間
②
I
金
木
川
の
改
修
に
つ

い
て
メ
ド
は
あ
る
の
か
。
 

答
弁
・
町
長
ー
警
察
署
寄
り
に

新
し
い
川
を
掘
り
移
し
て
、
旧

河
川
敷
を
道
路
、
公
園
、
駐
軍

場
に
活
用
し
た
い
考
え
を
も
っ

て
、
六
十
三
年
度
か
ら
八
回
陳
 
 情

し
て
い
る
が
、
御
周
知
の
如

く
小
田
川
の
改
修
が
終
わ
り
次

第
金
木
川
の
改
修
に
と
り
か
か

る
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。
 

質
問
③
I
国
際
化
に
即
応
し
た

教
育
上
の
構
想
は
あ
る
の
か
。
 

答
弁
・
教
育
長
I
公
民
館
で
英

会
話
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
 

そ
れ
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
 

質
間
④
I
神
田
橋
開
通
後
の
交

通
体
系
（
一
方
通
行
）
に
つ
い

て
。
 

答
弁
・
町
長
I
新
し
い
神
田
橋

か
ら
真
す
ぐ
に
バ
イ
パ
ス
を
赤

坂
ま
で
通
し
た
い
。

一
方
通
行

に
対
し
て
は
、
特
段
考
え
は
な
 

い
。
 

質
間
⑤
I
高
齢
化
社
会
、
長
寿

者
へ
の
方
策
は
あ
る
か
。
 

答
弁
・
町
長
I
県
下
の
九
町
村

長
が
福
祉
で
は
世
界

一
の
先
進

地
で
あ
る
北
欧
の
諸
施
設
を
視

察
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
ジ
ッ
ク
リ
勉
強
し
た
い
。
 

質
間
⑥
・
誘
致
企
業
だ
け
で
な

く
、
地
元
企
業
の
発
展
の
た
め

の
施
策
、
構
想
は
な
い
の
か
。
 

答
弁
・
町
長
廿
既
存
の
誘
致
企

業
で
は
女
子
従
業
貝
が
足
り
な

い
状
況
で
あ
り
、
男
子
型
企
業

は
誘
致
し
た
い
が
、
女
子
型
企

業
の
進
出
申
し
込
み
に
対
し
て

は
断
っ
て
い
る
。
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~元気な参加者たち 

ら
医
療
行
政
ま
で
幅
広
い
話
題
 

③ 金木だより川 11111111 

沢
田
 
茂
議
員

質
間
①
I
民
生
児
童
委
員
の
候

補
者
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。
 

答
弁

・
町
長
廿
民
生
児
童
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
は
、
十
数
名

の
推
薦
委
員
が
人
格
・
識
見
豊

か
な
方
々
を
選
任
し
て
い
る
。
 

答
弁
・
民
生
課
長
I
推
薦
委
員

の
方
々
に
は
、
民
生
児
童
委
員

の
適
格
要
件
等
を
慎
重
に
検
討

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
 

質
間
②
I
ァ
メ
リ
カ
西
部
農
業

視
察
に
係
る
議
員
の
旅
費
（
費

用
弁
償
）
の
支
給
は
正
当
な
も

の
で
あ
る
か
。
 

答
弁
・
町
長
I
議
会
が
満
場
で

認
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正

当
と
考
え
る
。
 

質
間
③
ー
国
際
交
流
助
成
金
の

支
払
い
及
び
、
予
算
科
目
と
し

て
十
九
節
1
1担
金
補
助
及
び
交

付
金
は
適
切
か
。
 

答
弁
・
町
長
I
適
切
か
否
か
は

皆
で
正
当
と
認
め
れ
ば
、
そ
れ

で
よ
い
と
考
え
る
。
 

答
弁
・
総
務
課
長
I
十
九
節
が

一
番
適
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

質
問
④
I
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
整
備

費
の
内
訳
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

答
弁
・
町
長
I
重
機
借
上
げ
料
 
 L

百
L
十
八
万
円
、
人
夫
賃
五

十
四
万
円
、
原
材
料
二
十
三
万

円
、
電
気
配
線
照
明
等
五
十
万

円
、
リ
フ
ト
新
設
六
百
四
十
八

万
円
、
総
額

一
千
五
百
万
円
余

り
で
す
。
 

質
間
⑤
I
転
作
の
拡
大
に
と
も

な
い
、
自
主
流
通
米
対
策
に
つ

い
て
。
 

答
弁

・
産
業
課
長
‘
転
作
面
積

の
減
少
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
 

そ
の
た
め
に
は
白
主
流
通
米
の

拡
大
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が

今
そ
れ
に
対
応
す
る
方
向
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。
 

質
間
⑥
ー
ば
ん
え
い
競
馬
事
業

に
つ
い
て
。
 

答
弁

・
町
長
ー
国
の
補
助
半
業

で
、
県
道
か
ら
直
接
橋
を
か
け

て
財
産
区
の
山
へ
入
る
道
路
を

建
設
で
き
な
い
も
の
か
、
対
処

し
て
い
る
。
完
成
す
れ
ば
ば
ん

え
い
競
馬
だ
け
で
な
く
、
そ
の

道
路
を
使
っ
て
山
の
活
用
を
は

か
り
た
い
。
 

質
間
⑦
I
地
方
自
治
法
第
百
十

七
条
除
斥
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。
 

答
弁
・
町
長
ー
親
や
妻
、
r
供

な
ど
の
名
義
で
、
識
員
が
合
法

的
に
公
共
の
仕
事
を
す
る
こ
と

は
日
本
中
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
 

法
律
の
改
正
を
望
ん
で
い
ま
す
。
 

公
立
金
木
病
院
（
三
ヒ
俊
郎

院
長
）
で
は
三
十
一
周
年
‘叫
念

行
事
と
し
て
十
月
三
日
、
職
貝

百
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
ウ
ォ

ー
ク
ラ

リ
ー
を
芦
野
公
園
遊
歩
道
を
便

っ
て
行
っ
た
。
 

当
日
は
ヤ
マ
セ
が
多
少
強
か

っ
た
も
の
の
、
ぬ
け
る
よ
う
な

秋
空
が
広
が
っ
た
絶
好
の
運
動

日
和
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は

十
人
が

ー
チ
ー
ム
を
組
ん
で
十

チ
ー
ム
が
参
加
。
演
芸
場
前
広

場
か
ら
奏
の
川
原
芦
野
霊
園
下

の
東
屋
ま
で
の
約
二
』
の
遊
歩

道
を
往
復
、
途
中
五
ケ
所
の
チ

エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
な

が
ら

一
時
町
半
に
わ
た
っ
て
軽

い
汗
を
流
し
た
。
 

第
四
回
 

町
民
俳
句
大
会
 

作
品
募
集
 

こ
れ
ま
で
に
、
沢
山
の
俳
人

を
生
ん
だ
金
木
町
に
再
び
俳
句

の
町
を
造
ろ
う
と
こ
こ
に
第
四

回
町
民
俳
句
大
会

（
投句
に
よ

る
）
を
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
御
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。
 

各
チ
ー
ム
と
も
チ
ー
ム
リ
ー
 

ダ
ー
の
性
格
が
反
映
す
る
の
か

泰
然
自
若
と
歩
く
チ
ー
ム
ゃ
笛

に
合
わ
せ
て
走
り
山
す
チ
ー
ム

が
あ
る
な
ど
様
々
で
面
白
い
編

成
で
あ
っ
た
。
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
終
了
後
、
 

三
上
院
長
が
「
金
木
病
院
も
三

十

一
年
。
職
員
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
を
も
っ
て
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
ロ
は

あ
り
が
と
う
」
と
あ
い
さ
つ
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
表
彰
式

に
は
い
っ
た
。
 

そ
の
後
、
気
の
あ
っ
た
同
士

半
座
に
な
っ
て
豚
汁
を
食
し
な

が
ら
、
日
ご
ろ
医
療
に
携
わ
る

重
責
を
離
れ
て
今
日
の
反
省
か
 
 宿

 
題
 「当

季
雑
詠
」
三
句
 

投
稿
締
切
 

平
成
元
年
十
月
三
十

一
H
 

（
火
）
消
印
有
効
 

応
募
資
格
及
び
部
門
 

一
部

…

一
般
 

二
部
…
小
学
生
、
中
学
生
、
 

高
校
生
 

金
木
町
居
住
者
及
び
勤
務
 

又
は
在
学
者
 

投
句
先
 

応
募
は
官
製
は
が
き
と
し
 
 

住
所

・
氏
名
・
俳
号
・
部
 

門
別
を
明
記
 

金
木
町
芦
野
町
 

阿
部
巽
風
宛
 

賞
 
一
位
よ
り
十
位
ま
で
 

選
 
者
 

一
戸
耕
雨
、
田
村
千
子
、
 

平
井
機
炎
、
沢
田
】
歩
、
 

長
内
卿
骨
、
須
崎
ま
さ
と
 

し
、
松
川
青
雅
 

主
 
催
 
金
木
俳
句
会
 

後
 
援
 
金
木
町
 

金
木
町
教
育
委
1
1会
 

金木病院 
31周年記念 

オリエンテーリング 

ウォークラリー開催 
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鋤
町
 

で一 

＼

一
 

新
岡
朋
恵
さ
ん
 

マ
六
年
女
子
2
5m
自
由
型
 

ト
選
手
宣
誓
す
る
 
 

一
位
…
金
本
幸
子
（
金
木
）
 

1
9秒
1
2
 

y
四
年
男
子
2
5m
平
泳
ぎ
 

一
位
…
三
上
淳
之
（
金
木
）
 

4
2秒
0
4
 

▼
四
年
女
子
2
5m
平
泳
ぎ
 

一
位
…
浅
利
恵
子

（川
倉
）
 

3
6秒
0
1
 

▼
五
年
男
子
2
5m
平
泳
ぎ
 

一
位
…
奈
良
岳
薫

（
喜良
市
）
 

3
0秒
5
0
 

▼
五
年
女
子
2
5m
平
泳
ぎ
 

位
木
村
文
映
（
嘉
瀬
）
 

3
1秒
0
4
 

●

六
年
男
子
2
5m
平
泳
ぎ
 

．
位
…
山
中
誠
也

（嘉
瀬
）
 

3
3秒
3
8
 

マ
六
年
女
子
2
5m
平
泳
ぎ

一
位
…
黒
川
千
恵

（
嘉
瀬）
 

2
5秒
9
6
 

▼
四
年
男
子
2
5m
背
泳
ぎ

一
位
…
成
田
静
哉

（川
倉
）
 

4
0秒
7
4
 

▼
四
年
女
子
2
5m
背
泳
ぎ
 

．
位
…
葛
西
真
澄
（
金
木
）
 

3
0秒
3
9
 ▼

五
年
女
子
2
5m
背
泳
ぎ
 

．
位
…
津
島
聡
美

（
金木
）
 

2
6秒
2
9
 

▼
六
年
男
子
2
5m
背
泳
ぎ
 

一
位
…
山
中
．
成
（
嘉
瀬
）
 

2
6秒
8
7
 

マ
六
年
女
子
2
5m
背
泳
ぎ
 

一
位
…
加
藤
梨
香
（
喜
良
市
）
 

2
2秒
3
5
 

▼
四
年
女
子
5
0m
自
由
型
 

一
位
…
七
戸
由
香
（
金
木
）
 

4
8秒
4
3
 

▼
五
年
男
子
5
0m
自
由
型
 

．
位

…
沢
田
和
孝
（
金
木
）
 

5
8秒
6
9
 

▼
五
年
女
子
5
0m
自
由
型
 

一
位
…
今
ひ
と
み

（
嘉瀬
）
 

5
0秒
3
9
 

マ
六
年
男
子
5
0m
自
由
型
 

一
位
…
津
島
教
道
（
金
木
）
 

4
5秒
0
3
 

▼
六
年
女
子
5
0m
自
由
型
 

一
位
…
新
岡
朋
恵

（
金木
）
 

4
0秒
3
1
 

マ
六
年
男
子
5
0m
平
泳
ぎ
 

一
位
…
小
野
泰
弘

（
金木
）
 

1
分
0
4秒
7
8
 

▼
四
年
女
子
5
0m
平
泳
ぎ
 

．
位
…
須
崎
郁
追

（嘉
瀬
）
 

ー
分
1
2秒
4
5
 

▼
五
年
女
子
5
0m
平
泳
ぎ
 

．
位
…
長
利
早
知
（
嘉
瀬
）
 

1
分
1
4秒
2
0
 
 

▼
六
年
女
子
5
0m
平
泳
ぎ
 

一
位
…
杉
山
圭
子
（
金
木
）
 

5
1秒
3
1（
大
会新
記
録
）
 

▼
五
年
女
子
5
0m
背
泳
ぎ
 

一
位
…
飯
塚
陽
子

（
金木
）
 

l
分
1
2秒
0
3
 

マ
男
子
学
年
別
リ
レ

ー
 

一
位
…
金
木
小
学
校
チ
ー
ム
 

1
分
2
1秒
8
2
 

▼
女
子
学
年
別
リ
レ

ー
 

一
位
…
金
木
小
学
校
チ
ー
ム
 

1
分
1
9秒
7
9
 

→

ー

ー
 

新
財
産
区
議
員

決
ま
 
る
 

八
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た

嘉
瀬
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
お

よ
び
喜
良
市
財
産
区
議
会
議
員

選
挙
の
選
挙
会
に
お
い
て
、
次

の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
財
産
区
 

・

鳴
海
 
彦

一
・
津
田
 
秀
七
 

・

木
下
 
常
山
・
今
 
喜
代
治
 

・

木
ド
 
留
裁

・
滞
田
 
繁
市
 

・

伊
藤
 
柾
雄

・
鈴
木
 
正
則
 

喜
良
市
財
産
区
 

西
村
 
晃
．

・
岡
田
 
武
久
 

岡
田
専
九
郎
・
今
 

古
川
 
政
信
・
佐
藤

岡
川
 
満
弘

・
三
上
 

桑
田
 
茂

・
今
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元
気
に町
の
トビ
ウ
オ
達
一
 

金
木
町
内
小
学
校
水
泳
大
会
 

初
秋
の
匂
い
が
た
だ
よ
う
よ
 
ん
が
「

私
達
は
日
ご
ろ
の
成
果

う
に
な
っ
た
九
月
五
日
、
芦
野
 
を

十
分
に
出
し
切
る
よ
う
頑
張

公
園
内
金
木
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
 

り
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
し
、
競

お
い
て
、
第
十
三
回
金
木
町
内
 
技
に

入
っ
た
。
 

小
学
校
水
泳
大
会
が
各
小
学
校
 
競
技
で
は
、

学
年
男
女
選
手

か
ら
の
代
表
四
年
生
か
ら
穴
年
 

別
に
各
種
目
で
二
十
五

m
か
ら

生
ま
で
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
 

五
十

m
を
泳
ぎ
き
り
見
物
に
来

し
た
。
 

て
い
た
父
母
か
ら
も
ヤ
ン
ヤ
の

こ
の
大
会
は
、
金
木
町
校
外
 

声
援
が
と
び
か
い
そ
の
泳
ぎ
の

指
導
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
行
 

う
ま
さ

・
速
さ
に
、
い
ま
さ
ら

わ
れ
た
も
の
で
、
競
技
に
先
立
 
な
が
ら

驚
い
て
い
た
。
 

ち
原
田
恵
喜
協
議
会
長

（嘉
瀬
 
各
種

目
の
結
果
は
次
の
通
り
。
 

小
学
校
長
）
が
「
み
な
さ
ん
が
 

▼
四
年
男
子
2
5m
自
由
型
 

日
ご
ろ
精

一
杯
努
力
し
た
成
果
 

一
位
…
棟
方
広
樹
（
嘉
瀬
）
 

を
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
 

2
2秒
6
2
 

い
」
と
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
金
 

▼
四
年
女
子
2
5m
自
由
型
 

木
小
学
校
六
年
の
新
岡
朋
恵
さ
 

位
…
沢
田
 
恵
（
嘉
瀬
）
 

2
3秒
4
9
 

▼
五
年
男
子
2
5m
自
由
型
 

一
位
…
白
川
勝
也

（
金木
）
 

1
9秒
1
2
 

マ
五
年
女
子
2
5m
自
由
型
 

．
位
…
鳴
海
美
香

（嘉
瀬
）
 

1
9秒
6
8
 

▼
六
年
男
子
2
5m
自
由
型
 

位
…
小
松
正
也

（
嘉瀬
）
 

2
0秒
m
 

友義政勝
裁視ー・臓 

「
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部
 

撲
 

相
 

小
 

瀬
 

嘉
 

A
 

学
校
部
活
動
紹

介
④
 

相
撲
部
 

は
く
達
嘉
瀬
小
学
枝
の
相
挨

部
は
、
全
員
で
九
人
い
ま
す
。
 

そ
の
う
ち
六
年
生
は
、
ぼ
く
と

由
中
，
成
君
、
圧
年
生
は
伊
藤
 
 健

治
君
、
四
年
生
は
、
松
川
兼

吾
君
、
棟
方
広
樹
君
、
三
年
生

は
、
平
川
真
司
君
、
小
松
大
也

君
、
山
中
治
樹
君
、
鳴
海
幸
夫
 
 君

で
す
。
 

ぼ
く
達
を
い
つ
も
午
後
六
時

ご
ろ
か
ら
八
時
半
ご
ろ
ま
で
、
 

三
年
生
の
平
川
真
司
君
の
お
父

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
時

々
、
金
木
南
中
学
校
の
人
に
も

教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
成
果
が
実
っ
て
、
人

数
が
少
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

団
体
戦
で
は
、
金
木
桜
祭
り
大

会
、
中
里
の
大
会
、
木
造
の
旭

富
士
杯
、
そ
れ
か
ら
東
京
で
行

わ
れ
た
全
国
少
年
相
撲
立
川
大

会
の
四
つ
の
大
会
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

そ
の
他
に
も
準
優
勝
二
回
、
 

三
位
二
回
、
四
位
一
回
と
今
年

は
、
と
て
も
い
い
成
績
を
残
せ

ま
し
た
。
巾
で
も
、
 一
番
思
い

山
に
残
っ
た
の
は
、
東
京
で
行

わ
れ
た
、
全
国
少
年
相
撲
立
川

大
会
で
し
た
。
 こ
の
大
会
で
は

先
ぱ
い
の
協
力
を
得
て
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

小
学
生
最
後
の
大
会
で
優
勝

で
き
た
の
で
、
と
て
も
い
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
 

来
年
も
、
み
ん
な
で
協
力
し

優
勝
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

相
撲
部
主
将
 

六
年
 
松
川
啓
一
 

秋
が
徐
々
に
深
ま
り
ゆ
く
秋

分
の
日
の
九
月
二
十
三
日
、
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

で
“
か
な
ぎ
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
別
「
鼓
童
」
一
の
演
奏
会
が

鼓
童
金
木
公
演
実
行
委
員
会
の

主
催
、
町
や
商
工
会
等
の
後
援

で
開
か
れ
た
。
 

鼓
童
は
、
一
九
八
一
年
「
鬼
 
 太

鼓
座
」
主
催
者
よ
り
独
立
。
 

「佐
渡
囲
鼓
童
」
を
結
成
し
、
 

太
鼓
を
中
心
と
し
た
伝
統
楽
器

の
演
奏
に
よ
り
、
国
際
的
に
活

耀
し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
集

団
で
、
そ
の
み
ず
み
ず
し
く
迫

力
に
満
ち
た
演
奏
は
、
佐
渡
ケ

島
で
の
共
同
生
活
を
通
し
て
鍛

え
ら
れ
た
肉
体
、
磨
か
れ
た
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
今
、
 

時
代
や
民
俗
の
違
い
を
越
え
て
 

「日
本
の
mH」
 
の
現代
的
普
遍

性
を
世
界
に
伝
え
て
い
る
。
 

当
日
会
場
に
は
、
五
百
人
ほ

ど
の
聴
衆
が
詰
め
掛
け
、
H
本

古
米
の
和
太
鼓
の
身
体
を
打
た

れ
る
よ
う
な
響
き
に
場
内
が
ど

よ
め
き
、
ロ
本
人
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
も
あ

り
、
至
極
の
バ
チ
の
サ
エ
に
心

踊
っ
た

一
夜
で
あ
っ
た
。
演
奏

会
終
了
後
も
拍
手
が
鳴
り
や
ま

ず
、
二
回
三
回
と
鼓
童
の
メ
ン

バ
ー
が
舞
台
に
あ
が
る
な
ど
な

か
な
か
興
奮
が
お
さ
ま
ら
な
か

っ
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
空
気
が
澄

み
わ
た
っ
て
い
た
せ
い
か
二
、
 

三
』
も
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
太

鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
な
ど
時
な

ら
ぬ
太
鼓
フ
ィ
ー
バ
ー
の
秋
の

夜
長
で
あ
っ
た
。
 

「鼓童』 
金木公演 
感動の嵐 

き
 

】よ
 

'
e
 

チ
 

ー
 

ノ
 

《
・
 

レ
 

J
 

ノ
 

▲
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『健
や
か
な
老
後
を
』
 

平
成
元
年
度
 

金
木
町
敬
老
大
会
 

「長
年
に
わ
た
り
社
会
の
た

め
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
長
寿
を

祝
し
、
こ
れ
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
本
大
会
を
契
機
に
明
る

く
健
ゃ
か
な
老
後
を
築
く
こ
と

に
つ
と
め
る
誓
い
を
新
た
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
」
こ
と
を
趣
旨

と
す
る
平
成
元
年
度
の
金
木
町

敬
老
大
会
が
九
月
十
三
日
、
中
 
 央

公
民
館
に
六
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
約
六
百
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
た
。
 

現
在
町
に
は
六
十
歳
以
上
が

二
千
八
百
十
人
、
六
十
五
歳
以

上
が

一
千
九
百
三
十
四
人
の
お

年
寄
り
が
お
り
、
最
高
齢
者
は

女
性
が
、
金
木
昭
和
町
に
住
む

浅
木
‘
ち
さ
ん
九
十
八
歳
、
男
 
 性

が
川
倉
湯
の
川
の
泉
谷
豊
次

郎
さ
ん
九
十
五
歳
、
ま
た
九
十

歳
以
上
が
三
十
六
人
に
も
上
っ

て
い
ま
す
。
 

大
会
で
は
大
橋
町
長
が
「
み

な
さ
ん
に
私
か
ら
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
金
木
町
に
住

ん
で
い
て
ー
ー
つの
こ
と
に
頑
張

っ
て
欲
し
い
こ
と
で
す
。

一
つ

は
、
楽
し
く
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。
も
う

ー
つ
は
、
若
い
人

た
ち
や
家
族
や
隣
近
所
と
仲
良

く
暮
ら
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で

す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

あ
と
、
県
や
町
の
顕
彰
状
の
贈

星
が
八
十
五
歳
以
上
を
迎
え
た

七
十
五
人
に

一
人
ひ
と
り
手
渡

さ
れ
た
ほ
か
、
出
席
者
の
孫
ゃ

ひ
孫
に
あ
た
る
よ
う
な
嘉
瀬
小

学
校
六
年
の
黒
川
千
恵
さ
ん
逮

四
人
の
日
ご
ろ
の
祖
父
母
に
対

す
る
思
い
を
つ
づ
っ
た
作
文
の

朗
読
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
割

れ
る
よ
う
な
拍
手
が
鳴
り
ひ
び

い
て
い
た
。
 そ
し
て
敢
後
に
来

賓
の
方
々
の
祝
辞
で
長
寿
を
祝

福
し
た
。
 

式
典
の
あ
と
は
、
昼
食
を
と

り
な
が
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
謡
曲
や
手
踊
り
に
身
を

乗
り
出
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
 

文
「
の

お
あ
ゃ

」

嘉

小
校
年

黒
千
 

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
今
、
 

山
梨
県
に
出
か
せ
ぎ
に
行
っ
て

い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
ツ

ル
と
い
う
名
前
で
と
っ
て
も
、
 

え
ん
ぎ
の
い
い
名
前
で
す
。
 

私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
た

ま
た
ま
手
紙
を
書
き
ま
す
。
 

す
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 

必
ず
手
紙
の
へ
ん
じ
を
書
い
て

送
っ
て
く
れ
ま
す
。
 

私
が
、
 

「
ぷ
ど
う
と
も
も
が
食
べ
た
い

の
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。」
 

と
手
紙
に
書
い
て
送
る
と
、
必

ず
送
っ
て
く
れ
る
の
で
、
楽
し

く
食
べ
て
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
書
く
字
は

つ
な
げ
た
よ
う
な
字
で
ち
ょ
っ

と
読
み
づ
ら
い
け
れ
ど
も
私
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
読
み
ゃ
す
い

よ
う
に
な
る
べ
く
字
を
大
き
く

し
て
書
い
て
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ひ
さ
し
ぷ
 
 り

に
山
梨
県
か
ら
、
帰
っ
て
く

る
と
必
ず
は
じ
め
に
仏
だ
ん
の

前
に
す
わ
っ
て
、
せ
ん
こ
う
を

立
て
て
お
が
み
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
街
物
を
か
た
ず
け

る
と
、
近
く
の
家
に
あ
い
さ
つ

に
行
き
ま
す
。
 

あ
い
さ
つ
か
ら
帰
っ
て
き
て

も
、
家
の
仕
事
を
し
ま
す
。
 

た
と
え
ば
ろ
う
そ
く
立
て
に

ろ
う
そ
く
が
と
け
て
か
た
ま
っ

た
の
を
と
っ
て
き
れ
い
に
し
た

り
、
仏
だ
ん
の
と
こ
ろ
に
か
ざ

っ
て
あ
る
花
を
か
え
た
り
、
草

と
り
な
ど
を
し
ま
す
。
 

そ
れ
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 

私
の
弟
の
ま
あ
ち
ゃ
ん
が
、
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ト
ラ
ン
プ
や

ろ
う
。」
 
 

と
い
う
と
仕
事
を
は
や
く
す
ま

せ
て
、
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
相
手
を

し
て
く
れ
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
る
と
、
夜
お
母
さ
ん
が
用
事

で
山
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
、
 

お
父
さ
ん
が
仕
事
で
お
そ
い
時

な
ど
、
と
っ
て
も
た
す
か
り
ま

す
。
 

山
梨
県
の
仕
事
だ
け
で
も
つ

か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
 

家
に
帰
っ
て
き
て
で
も
仕
半
を

す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
っ

て
も
働
き
者
だ
と
思
い
ま
す
。
 

私
は
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
す
。
 

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
長

生
き
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

▲県顕彰状をうける 封馬い了さん（90才 

A作文朗読する黒川千恵さん 
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町
議
会
米
国
視
察
団
が
試
食
会
 

う
ま
い「
つ
かる
お
と
め」
 

生涯スポーツ推進事業④ 

少年卓球教室 

勤労青少年テニス教室 

九
月
二
十
八
日
、
町
議
会
ァ

メ
リ
カ
視
察
団
の
一
行
が
、
中

央
公
民
館
で
視
察
報
告
を
か
ね

て
ア
メ
リ
カ
産
米
の
試
食
会
を

開
い
た
。
 

沢
田
茂
議
員
を
団
長
と
す
る

一
行
八
人
は
、
議
会
研
修
を
目

的
に
、
ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
ロ
ス

・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス

の
北
北
西
約
二
百
』
の
ベ
ー
カ
 
 ー

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
ホ
ス

テ
レ
リ
氏
が
所
有
す
る
個
人
農

場
を
見
学
。
水
稲
の
作
付
面
積

や
播
種
、
品
種
、
気
候
、
収
量
 

（
十
a
当
た
り
九
百
五
向
）
、政

府
売
り
渡
し
価
格
（
六
十
匂
当

た
り

一
千
ニ
百
六
十
六
円
、

一

千
三
百
六
十
二
円
）
、生
産
費
用
 

（十
a
当
た
り

一
万
四
千
六
百

五
十
五
円
）
、政
府
補
助
金
（
十
 

a
当
た
り

一
万
九
百
九
十
一
円
）
 

な
ど
を
巾
心
に
農
業
事
情
を
細

か
く
視
察
研
修
し
て
き
た
。
 

ま
た
、
視
察
後
に
当
地
で
販

売
さ
れ
て
い
る
「
国
宝
米
（
玄

米
）
J
rニ
ュ

ー
ロ
ー
ズ
」
「白
菊
」
 

「菊
」
「ボ
タ
ン
」
「錦
」
「ェ
バ
ン

ス
」
「大
和
光
」
「カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
バ
ー
ベ
ス
ト

（長
粒
種
）」
の

九
種
類
を
購
入
し
、
今
回
の
試

食
会
と
な
っ
た
。
 

試
食
会
に
は
農
業
関
係
者
ら

約
五
十
人
が
畠
席
。
席
上
、
沢

田
団
長
が
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と

の
農
業
の
経
営
内
容
に
つ
い
て

比
較
報
告
し
た
あ
と
、
「
つ
が
る

お
と
め
」
（
金木
産
）
を
含
め
た

炊
き
た
て
の
十
種
類
の
試
食
に

移
り
、
品
種
ご
と
に
色
、
つ
ゃ
、
 

味
、
を
比
較
検
討
し
て
い
た
。
 

出
席
者
の
評
判
は
、
や
は
り
 

「
つ
が
る
お
と
め
」
が

一
番
と

い
う
感
想
で
あ
っ
た
。
 

九
月
六
日
（
水
）
か
ら
九
月

二
十
八
日
（
木
）
ま
で
計
八
回

に
わ
た
り
、
金
木
小
学
校
体
育

館
と
嘉
瀬
小
学
校
体
育
館
を
会

場
に
少
年
卓
球
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
り
、
も
う
少
し
卓
球

が
う
ま
く
な
り
た
い
少
年
を
対

象
に
は
じ
ま
っ
た
こ
の
教
室
は

遊
び
の
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ

ス
ポ
ー
ツ
と
あ
っ
て
五
十
五
名

の
参
加
者
が
あ
り
、

一
生
懸
命

小
さ
な
白
球
の
打
ち
方
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
小
学
生
以
下
の
特
別
参

加
も
あ
り
、
最
年
少
の
角
田
つ

ぐ
み
ち
ゃ
ん
三
歳
（
昭
和
町
）
 

も
「
卓
球
は
お
も
し
ろ
い
ネ
」
 

と
皆
と

一
緒
に
汗
を
な
が
し
て
 
 い

ま
し
た
。
 

指
導
に
あ
た
っ
た
卓
球
協
会
 

（代
表
・
米
谷
哲
）
の
メ
ン
バ
 

ー
は
、
や
は
り
基
礎
が
大
切
、
 

小
さ
い
と
き
か
ら
み
っ
ち
り
基

本
技
能
を
身
に
つ
け
、
全
国
レ

ベ
ル
の
選
手
が
生
ま
れ
て
ほ
し

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
六
月
二
十
九
日
（
木
）
 

か
ら
九
月
七
日

（
木
）
ま
で
毎

週
木
曜
日
の
夜
、
農
業
者
ト
レ
 

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

勤
労
青
少
年
テ
ニ
ス
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
が
二
十
二
名
に
対
し

て
室
内
コ
ー
ト
は

一
面
し
か
な

く
、
練
習
方
法
に
相
当
苦
労
し

ま
し
た
が
、
皆
せ
ま
い
な
が
・
ら

も
の
び
の
び
と
ボ
ー
ル
を
追
っ

て
い
ま
し
た
。
 

テ
ニ
ス
は
最
近
、
フ
ァ
ミ
リ
 

ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
教
室
に

よ
っ
て
我
が
町
で
も
テ
ニ
ス
人

口
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
、
 

お
お
い
に
生
活
の

一
部
と
し
て

の
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
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金木地区 

暴力追放推進

議会設立 
▲宣言文を読みあげる岡田京子さん 

頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た

】
 

で
あ
っ
た
。
 

日 

~ 

,‘ンー 

f ど 

二‘級襲露裏 
▲なごやかな運動会風景 

金
木
昭
和
町
子
供
会
 

e炎
勿
り
ワ
圏
冒
 

む
巳
や
む
罵
園
助
会
 

「金
木
地
区
住
民
の
創
意
を

結
集
し
、
暴
力
団
追
放
活
動
を

強
力
か
つ
永
続
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
暴
力
団
を
根
絶

し
、
も
っ
て
地
域
住
民
の
生
活

の
安
全
と
秩
序
の
保
持
及
び
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
」
 
こ
と
を
基
本目
標
に
、
 

金
木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
 

小
泊
村
の
ニ
町
二
村
に
ま
た
が

る
金
木
地
区
暴
力
追
放
推
進
協

議
会
の
設
立
総
会
が
十
月
五
日

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
。
 

設
立
総
会
に
は
各
界
か
ら
百

十
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
席
上
発

起
人
を
代
表
し
て
金
木
地
区
防

犯
協
会
長
で
あ
る
大
橋
町
長
が
 

「桜
祭
り
な
ど
で
は
暴
力
団
の

出
店
を
締
め
だ
し
て
い
る
が
、
 

今
後
も
、
暴
力
の
根
絶
、
暴
力

の
追
放
に
向
け
て
、
意
識
の
高

揚
を
は
か
ろ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

白
取
金
木
警
察
署
長
が
全
国
と

県
内
の
暴
力
団
の
現
況
を
説
明

し
、
協
力
を
求
め
た
。
 

続
い
て
議
題
に
入
り
、
各
地

区
の
八
十
余
り
の
加
盟
団
体
や

会
則
、
大
橋
町
長
の
会
長
就
任

な
ど
を
決
め
、
金
木
地
区
防
犯

婦
人
部
長
の
岡
田
京
子
さ
ん
が
 

「暴
力
団
の
不
法
行
為
に
対

し
て
は
、
地
域
住
民
一
人

一
人

が
毅
然
た
る
態
度
で
臨
む
と
共
 
 に

、
地
域
住
民
総
ぐ
る
み
の
暴

力
追
放
運
動
を
展
開
し
、
私
逮

の
郷
土
か
ら
暴
力
迫
放
す
る
た

め
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
宜
言
す
る
。」
 

と
暴
力
追
放
宣
言
文
を
読
み
あ

げ
締
め
く
く
っ
た
。
 

役
員
は
次
の
通
り
。
 

▼
会
長
I
金
木
町
長
 
▼
副
会

長
I
中
里
町
長
、
市
浦
村
長
、
 

小
泊
村
長
 
，
理
事
I
金
木
町

議
会
議
長
、
巾
里
町
議
会
議
長
、
 

市
浦
村
譲
会
議
長
、
小
泊
村
識

会
議
長
、
金
木
町
商
工
会
会
長
、
 

中
里
町
商
工
会
会
長
、
市
浦
村

商
工
会
会
長
、
小
泊
村
商
工
会

会
長
、
金
木
地
区
交
通
安
全
協

会
会
長
、
金
木
地
区
防
犯
指
導

隊
総
隊
長
、
金
木
町
料
飲
喫
茶

業
組
合
組
合
長
、
青
森
県
猟
友

会
金
木
支
部
支
部
長
、
青
森
県

猟
友
会
中
里
支
部
支
部
長
 
▼

監
事
I
金
木
地
区
金
融
機
関
防

犯
協
力
会
会
長
、
金
木
地
区
少

年
補
導
協
力
員
連
絡
協
議
会
会

長
 
▼
顧
間
I
金
木
警
察
署
長
 

九
月
二
十
四
日
、
金
木
東
部

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

前
広
場
で
昭
和
町
子
供
会
が
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
十
数
名
を
招

待
し
、
な
ご
や
か
に
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
晴
天
の
巾
、
子
供
会

員
三
十
三
人
、
幼
児
五
人
の
参

加
と
育
成
会
員
十
数
名
で
ラ
ジ

ォ
体
操
を
は
じ
め
と
し
、
九
種
 
 目

に
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
 

な
か
で
も
お
昼
前
に
行
わ
れ

た
子
供
組
対
老
人
ク
ラ
ブ
＋
育

成
会
組
の
綱
引
き
に
は
力
が
入

り
、
二
回
の
勝
負
は
い
ず
れ
も

子
供
組
の
圧
勝
と
な
り
、
子
供

逮
の
力
強
さ
に
文
字
ど
お
り
、
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雨
に
も
ま
け
ず
防
火
に
願
い
を
 

こ
め
て
ど
う
ど
う
の
行
進
 

平
成
元

年
度
 

金
木
町消
防
団
観
閲
式
挙行
 

川
倉
小
児
童
が
 

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
 

金
木
町
消
防
団

（
加藤
卓
爾

団
長
以
下
二
百
四
十
三
名
）
の

平
成
元
年
度
観
閲
式
が
九
月
七

日
、
団
員
百
七
十
五
人
、
消
防

車
両
十
二
台
が
参
加
、
出
動
し

て
中
央
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ

た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
雨
が
降

り
し
き
る
中
で
の
観
閲
と
な
っ

た
が
、
午
前
九
時
か
ら
斜
陽
館

前
の
道
路
で
団
員
違
が
ず
ぶ
ぬ

れ
に
な
り
な
が
ら
も
堂
々
の
分

列
行
進
が
続
き
、
大
橋
町
長
ら

の
観
閲
を
う
け
た
。
金
木
消
防

署
前
で
は
、
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
に
よ
る
消
火
訓
練
や
豪
快

な

一
斉
放
水
な
ど
を
繰
り
広
げ

た
。
 

そ
の
後
会
場
を
巾
央
公
民
館

に
移
し
、
大
橋
町
長
が
、
「
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
す
と
と
も
に
加
藤

団
長
が

一
般
消
防
功
労
者
ら
を

表
彰
し
た
。
 

ま
た
、
分
列
行
進
に
参
加
予

定
で
あ
っ
た
金
木
幼
稚
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
が
雨
の
た
め
行
進

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
急
避

鼓
笛
の
演
奏
を
披
露
し
て
く
だ

さ
り
、
緊
張
の
な
か
に
も
和
ゃ

か
な

一
日
で
あ
っ
た
。
 

表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

優
良
団
員
表
彰
受
賞
者
 

本
 

団
 
班
長
 
藤
田
 
勉

第

一
分
団
 
班
長
 
中
川
満
男

第
一
分
団
 
団
貝
 
浅
田
正
一

第
二
分
団
 
団
員
 
泉
谷
住
司

第
三
分
団
 
班
長
 
前
田
竹
彦

第
四
分
団
 
団
員
 
平
川
由

一

第
五
分
団
 
団
貝
 
鎌
田
善
光

第
六
分
団
 
部
長
 
桑
田
重
雄

現
場
功
労
団
員
表
彰
受
賞
者

第

一
分
団
 
団
員
 
中
村
 
呈

第

一
分
団
 
団
員
 
大
橋
 
徹

第
五
分
団
 

第
．
二
 部

一
般
消
防
功
労
者
表
彰
受
賞
者

中
柏
木
 

成
田
つ
る

中
柏
木
 

原
田
ツ
ョ

中
柏
木
 

黒
川
ミ
ネ
 

秋
の
全
国
交
通
安
金
運
動
最

終
日
の
九
月
三
十

H
、
川
倉
小

学
校
（
横
岡
英
二
校
長
）
の
生

徒
達
が
金
木
警
察
署
の
協
力
を

得
て
、
川
倉
湯
の
川
地
区
の
国

道
で
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人

形
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
呼
び
か
け
を
行
っ
た

の
は
互

・
六
年
生
の
J
R
C
委

員
会
と
児
童
会
の
役
貝
ト
互
人
 
 で

、
人
形
は
四
年
生
以
上
の
児

童
が

J
R
c
活
動
の

一
環
と
し

て
、
こ
の
日
の
た
め
に
交
通
安

全
の
願
い
を
込
め
て
六
十
個
余

り
を
手
作
り
し
た
か
わ
い
ら
し

い
も
の
。
 

警
察
官
が
車
を
止
め
る
と
、
 

十
五
人
が
代
わ
る
代
わ
る
車
に

か
け
よ
り
「
交
通
安
全
お
願
い

し
ま
す
」
と
大
き
な
声
で
呼
び

か
け
、
手
渡
し
て
い
た
。
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▲マスコットを手わたす児童 



第 4 回 北

親 善 相 撲 大 

4年の部優勝 

第 28 回北五地区

秋 季 中 学 総 体 

軟式庭球男子団体優勝 

第 5 回北郡小学校

陸上競技記録会 

男子1 ,500m 第1位 

ー、  ． ’ 

木田隆紀君（喜小） 工藤晃大君（川小） 

五
会
 

青山 潤君（金小） 鳴海勝義君（喜小） ―戸俊哉君（金小） 

第 2 回金木地区

防犯少年剣道大会 

個人5・6年の部優勝 

鈴木 覚君（嘉小） 

第 5 回北郡小学校

陸上競技記録会 

女子ボール投げ第1位 

心 
白川 薫さん（川小） 

第 28 回北五地区 

秋 季 中 学 総 体 

陸上男子3, 000m 第1位 

原田ー好君（南中） 

	m"II川川“I金木だより ⑩ 

鵬今月のガんばつた顔たち鵬 
第 5 回北郡小学校

陸上競技記録会 

男子lOOm 第1位 

第29回西北五小学校

陸 上 選 手 権 

男子200m 第1位 

第 2 回金木地区

防犯少年剣道大会 

個人 1・2年の部優勝 



⑩ 金木だよりI川―川II川Hl・ 

戦後、ソ連又はモンゴル
の地域において強制抑留
中、死亡された方の遺族
の皆様へ 

I脱後、強制抑留され、本邦に帰還
された方々等に対しましては、平和

析念‘ド業特別基金等に関する法律に
基づき慰労品等の贈呈を行っている
ところでありますが、この度、新た
に、戦後、ソ連又はモン：ゴルの地域
において強潮序“留中に死亡された方 
（帰還途上に死亡された方も含みま
す。）の御遺族で、平成元年 9月 1日
においてii本国籍を有する方にも内
閣総理大臣名の慰労品（件状・銀杯） 
を贈星することとなりました。 
慰労品の贈量は、耐求に基づいて

行うこととしておりますので、請求
される方は、平和祈念事業特別J脇か
から請求書類を受取り、必要な1!F類
を添えて 「平和祈念事業，寺別基金」 
あて直接送付してください。 

なお、請求書類は役場民生課にも
批いてあります。 
請求期限は、平成 5年 3刀31日ま

でです。 
請求書類の送付先及び問い合わせ先
〒112 束京都’文京区大」15-31 13 

平和祈念事業特別基金 
（耗：理府管）業務第 2課 

廿 03-945-4703 
廿 03-945-4707 

または、役場」、と生課 
ft53-2I11(I"I)2I8) 

県税事務所からの 

お知らせ 

農業用免税軽油 

平成 2年に使用する免税証の交付 

巾請書を次により受付いたします。 
場 所 
五所川原市栄町10 
青森県五所川原合同庁舎 1階相談室 
日 時 
きI勺戊元年II刀 1311 
午li;i 9 時から午後 3時まて？ 
申請用紙 
県税事務所、農業協回組合及び軽I山 
販売店にあります‘コ 
＊農協、I吸売店に申請iIQ)提出を依 

収lされる方は中胡書の受付Ii前に各 
農協、販りそ店へ 
'I羊しくは五所川Ij.J(県税半務所間税課 

電話 34-2111 
内線 207、 208 

国 税 だ よ り 

＠マイホームを取得したときの税金
マイホームを】孜得することは多く

の方の夢ですが、この夢を実現する
ときには、資金1汁画や設計などとと
もに、税金について知っておくこと
も大切です。 
〈登録免許税 	 国税〉 

不動産を取得して、i'i有1報の登記
をするときにかかる税金です。 
取得した不動産の価額（周定資産

税i坪価額）に税率を掛けて税家iを算
出し、登記申請の際に納付すること
になっています。 
く不動産】収得税 	」也方税〉 

不動産を取1』，したときにかかる税
金で、マイホームの場合は取得した
価額（問定資産税評価額）に 39らを
掛けて税額を算'Isします。 
く所得税の住宅取得等特別控除〉 

住宅ローンなどを便川してマイ水 
ームを新築したり増改築等して一定
の要件に該当する場合には、入居し
た時から 5年間、住宅取得等特別控
除として、各年最高20万円を所得税
額から控除することができます。 
”しくは、最寄りの税務署や税務

相談室にお尋ねください。 

ご存知ですか 

建設業関係の皆さん 

建殻業を営む方々、及び建般現場
で働く皆さん、IIカ‘作った 「建i役業
退職金共済制度」 をご存じですか。 
この制度は、昭和39年に中小企業

退職金共i斉法により作られた制慶で

すo 
この制度の特色は、一般の退職金

のように労働者が事業所をやめた時
支払われる退」徴金でなく、建i没業と
いうー・つの業種の中で働く限り、事
業所に雇川されたI町川全部を通算し
て退職金を支払うという、いわば建 
，没業界ぐるみの退】識金制度です。 

退職金は、トIlの制度ですから、確
実、安全であり、概めて有利な利回
りで引・算されています。 

現在、全国・で12万の事業主、173万
人の労働者がこの制度に加入し、退
職金の積立てが行われ、すでに49万
入の労働者が退職金を受け取り、そ
の額は 1.158 億円を越えております二
この制度について詐しいことは、 

ド記にお川」い合わせください。 

記 
建退共青森支部 
〒030 青森市安方町2-9-13 

青森県建設会館内 
" 0177-22-7611--2 

今月の納税 
町県民税 
第 3 期 

御存知ですか 

医薬品副作用 

被害救済制度 
I匁薬品は、人の健康の保持増進に

欠かせないものですが、その使用に
当たって万全の注意を払ってもなお
副作用の発生を防止できない場合が
あります。 

I失薬品を適正に1,Ii用したにもかか
わらず副作川による健康被害（入院
を必要とする程度の疾病又は障害、 
死亡）が発生した場合に、医療費、 
医療手当、障害年金、障害児養育年
金、遺族年金、遺族一時金、葬祭料
の諸給付を行い、これにより被害者
の救済をばIろうとするのが、この救
済制度です。 
制度の仕組みを解説したパンフレ 

7ト及び請求用紙を無料でお送りし

ます。 
医薬品副作用被害救済 

・研究振興基金 
総務部企画課相談係 
〒170 
4t京都豊島区東池袋3-1-1 
4)・ンシャイン60 26I」皆 
if 03-988-2101 (f'表) 

恩給欠格者の 
皆 様 ノ＼ 

この度、いわゆる．恩給欠格者の方
のうち、外地等に勤務した経験を有
し、加算年を含めた在職年が3 イ I斗：」、 

Lで、請求時においてII本国耕を有
する方には書状（内闇総理大臣名） 
を、更に、70歳以上の方には高断i者
の順から銀杯を贈呈することとなり

ました。 
杏状および銀杯の贈呈は、請求に

居づいて行うこととしておりますの
で、請求される方は、平和祈念事業
持別基金から請求書難を受取り、必
要な書類を添えて 

「平和祈念事業特別基金」 
あて直接送付してください。 

なお．stilt求lIド類は役場民生課にも
置いてあります。 
請求書類の受付は、平成元年 9 Il. 

ii」から行っています。 
（注）次の方々は、この事業の対象

になりません。 
イ 思給法でいう旧1ド人軍属であっ
て、年金たる恩給又は旧軍人iド属

としての在職に関連する年金たる
給付を受ける権利を有する方 

口 恩給欠格者の御遺族及ぴ職後、 
ソ連又はモンゴルの地」攻に弘l制抑
留さIl．日本に丸Ij堂された方 

ハ 戦傷病者戦没者遺族等援護法上
の軍属 「凧員、傭人、工員等」 及
び準軍属の方 

請求書類の送付先及ぴ問い合わせ先
〒112 東京都文京区大塚5-3-13 

平和祈念事業特別基金 
（総』皿府所管）業務第 1 ，課 
廿03・・ 945-4704 
ft 03-945-4722 

または、役場民生課 
ft 53-2111(内 t218) 

へ 

へ 



貧誓替賢唐牛 忍 

金木病院力ルテ⑩ 

『人間ドックについて』 

》
 
金
木
だ
よ
り
九
月
号

一
 
「は
じ
め
ま
し
て
』
の
 

》
写
真
が
左
右
反
対
に
な
 

》
っ
て
い
ま
し
た
。
 

》
 
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
 

v
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

お わび 

は じ め ま し て 

8月2611生まれ 
体重 3.5809 
金木 沢部 
白川昭雄さんの2 女 

ど jに5Il生まれ 
体III.:. i50 
嘉瀬 冷水 
/r 官 さんの長男 

I~ 

ち か 子 

ちゃん 智佳子ちゃん 

7
0才
 

9
4才
 

6
7才
 

8
1才
 

6
1才
 

8
2才
 

2
5才
 

67 78 80 74 
才才才才 

金
 
木
 

喜
良
市

金
 
木
 

喜
良
市
 

金 金 喜 金 川 喜 川 嘉 喜 嘉

木 木 市木 倉 市 倉 瀬 市 瀬 
良
 
良
 
良

喜
良
市
 

川
 
倉
 

7 )131日生まれ 
体重 2,690g 
金木 旭ケ丘団地 
角川 隆さんの長女 

まさ ひろ み お 

美緒ちゃん 真大ちゃん 
7 刀 24I I生まれ 
体垂 2.850g 
金木 川町 
~．藤智己さんの長男 

今
年
五
月
か
ら
当
院
で
始
め

ら
れ
た
人
間
ド
ッ
ク
は
予
想
外

に
受
診
者
が
多
く
、
そ
の
反
響

に
我
々
関
係
者
一
同
驚
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
九
月

末
ま
で
の
全
申
込
者
と
実
際
に

入
院
し
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
の
で
御
報
告
致
し

ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
申
込
者
総
数
は

六
十
二
名
で
、
年
齢
は
三
十
六

才
か
ら
七
十
三
才
に
わ
た
り
平

均
五
十
四

・
五
才
で
し
た
。
男

性
四
十
名
に
対
し
女
性
は
二
十

二
名
で
男
性
が
二
倍
と
な
っ
て

お
り
、
職
業
別
で
は
農
業
を
営

ん
で
お
ら
れ
る
方
が
十
五
名
、
 

無
職
の
方
が
十
五
名
で
、
商
業

ま
た
は
自
営
業
を
さ
れ
て
い
る

方
が
そ
れ
ぞ
れ
し
名
で
、
以
下

会
社
員
や
団
体
職
貝
な
ど
の
他
 
 

各
種
の
職
種
に
わ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
巾
で
無
職
の
方
は

五
十
才
半
ば
以
上
の
方
が
ほ
と

ん
ど
で
、
悠
々
自
適
の
生
活
の

中
で
健
康
に
も
強
い
関
心
を
お

持
ち
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま

す
。
ま
た
町
別
で
は
金
木
町
の

五
十
一
名
に
対
し
中
里
町
は
十

一
名
と
思
っ
た
よ
り
受
診
者
が

少
な
く
、
今
少
し
啓
蒙
が
足
り

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
九
月
宋
ま
で
に
実
際
に
ド
ッ

ク
を
受
け
ら
れ
た
三
十
九
名
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
し
た
。
 

受
診
動
機
に
つ
い
て
は
何
ら
か

の
症
状
が
あ
る
方
が
七
名
、
健

康
状
態
を
知
り
た
い
と
い
う
方

が
二
十
．
名
と
な
っ
て
お
り
（
そ

の
他
十
一
名
二
特
に
症
状
が
な

く
て
も
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
が
判
り
ま
す
。
 

梢
密
検
査
を
希
望
す
る
部
位
は

胃
腸
系
が
十
五
名
、
心
臓
・
血

圧
な
ど
が
七
名
、
呼
吸
器
系
が

四
名
、
糖
尿
病
が
二
名
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
胃
腸
系
が
断
然

多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。
 

受
診
結
果
は
W
腸
や
肝
臓
に

何
ら
か
の
異
常
が
見
ら
れ
た
人

が
三
十
名
も
あ
り
、
治
療
や
精

密
検
査
の
要
否
に
か
か
わ
ら
ず

か
な
り
高
率
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
ま
し
た
。
我
々
の
ド
ッ
ク
 
 

は
円
の
検
査
が
内
視
鏡
で
あ
る

た
め
こ
の
よ
う
な
高
い
率
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
他
心
疾
患
・
高
血
圧
な
ど
が

七
名
、
呼
吸
器
疾
思
が
五
名
な

ど
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
 

以
上
こ
れ
ま
で
の
巾
込
者
・

受
診
者
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
が
、
人
間
ド
ッ
ク
は
病

気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
ば

か
り
で
な
く
、
H
常
生
活
の
注

意
な
ど
を
細
か
く
指
導
し
て
く

れ
る
点
で
も
有
意
義
な
も
の
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
当
院
の
窓

ロ
に
お
出
に
な
り
、
気
軽
に
御

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

戸
籍
の
窓
 

九
月
届
出
 

お

め
で

と
う
 

今
 

真
夢
（

官
）
 

白
川
智
佳
子
（
昭
雄
）
 

鈴
木
 
智
也

（
豊

）
 

滞
川
 
知
堪

（
典孝
）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（静
雌
賑
稀
柳
 

羅
知
一知
一
慧
 

無
山賀
裁
醜数
 

（「
？”
慧慧
ぬ
 

霧
鄭
軸
」」？
 

命
田真
理
姦
慧
ね
 

（
騒
”
篇気
碑
 

応
谷
ゆ
権
靖
慧
「
 

森
々
木
」
”
」
」
辿
舞
 鷹

藤
 
繁
雄

寺
山
 
一

工
藤
 
賢
治

中
谷
 
孫

】
 

宮
崎
 
勝
視

土
岐
 
志
よ

太
田
 
昌
一
一

葛
西
 
き
よ

津
島
闘
次
郎

巾
村
 
盛
古

沢
田
 
行
光
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